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アスベスト処理の現状 

 
１. 石綿障害予防規則施行前後の社会的影響 

   発注者(所有者)事業者（ゼネコン、設計事務所）処理専門業者のアスベストに対

する考え方が大幅に変わりつつあると思われる。 

    
２. レベル１の施工の実体と問題点 

   アスベスト専門処理業者が全んど施工している。  

   全国レベルで比較すると地域慣習が固定化し、技術差が違うようである。 

 
３. レベル２の施工の実体と問題点 

  保温材の場合 煙突は人力、機械により作業環境が大きく変わる 
         配管エルボ保温材は、切断撤去では、作業環境はかわらな

い。 
  断熱材の場合 折板断熱材は、折板ごと撤去、現地にて除去では作業環境

が変わる。 
耐火材の場合 破砕なく撤去することは難しく作業環境は良好とはいえな   

い。 
 

４. レベル３の施工の実体と問題点 

極力手払しとなっているが実質は、不可能な場合が多い。 

経年劣化による強度不足、ビス戻しの不能な場合等 

 

５. 環境測定の不統一の問題点 

  工事施工時の測定件数の考え方の違い 

  環境管理濃度の考え方 

 

６. 今後の問題点 

1) 業者の技術レベルの向上をどのようにするか 

2) 行政間の協調の促進 

3) 廃棄物処理の問題 
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